
　　　　　　　　令和５年度丹波市活躍市民によるまちづくり事業応援補助金活動報告書

事業目的
過疎化が進んだ町に活気を取り戻すために、住民が賛同し共に楽しみながら活動す
ることが、本当の地域の力になっていくと思い、みんなで作り上げるこの事業を行
いました。

事業内容

押し入れの中で長い間眠っていたお雛様や様々な理由で手放さなければならなく
なったお雛様を集め、食事をしたり、商店で仕事をしたり、パラグライダーで飛ん
だりして、第二の人生を楽しんでいる様子を、その場面に合う小物をお雛様に持た
せて表現します。地域の方たちと一緒にアイデアを出し合って、小物を作って、各
展示会場のイメージに合った生活を楽しんでいる姿を表現します。

実施団体名

事業名称 丹波・佐治福よせ雛

事業費 96,345円 補助金確定額 50,000円 実施場所
青垣町佐治地域内12箇所と

FORESY DOOR（旧神楽小学
校）

テレビ局5社が取材に来てくれた様子 青垣らしくお雛様がパラグライダーで入道雲を背に飛ぶ様子

特定非営利活動法人佐治俱楽部

本物の竹と毛糸で作った素麺流しをお雛様が楽しむ様子 青垣町の施設の方々が観に来てくださった様子

事業の成果
感想等

・大阪や神戸などから、この町を知らない人たちが大勢来てくださって地域住民が積極的に
優しく応対していて、みんなが笑顔になり町の活気が取り戻されていました。
・小物作りなど自分の得意分野を教えてくれて、時間の合間に沢山の人が手伝ってくれ、地
域のみんなで取り組むことが出来ました。
・展示会場として使ってくださいと、昨年より新たに3箇所が増えました。そのうち2箇所
は、自分たちが参加することにより、昨年は少し距離があった区間が埋まり、お客様が飽き
ずに一番端の会場まで観て下さるのではないか？という理由からでした。自ら参加したいと
いう気持ちが広がったようです。
・小物を作ったり設置したりという直接的な手伝いは出来ないが、市外の人が多く集まる場
所（道の駅、ガソリンスタンド、コンビニ等）に繋がりを持っているので、ポスターをまと
めて欲しいという方もいました。町に役立つことがしたいという思いからです。

事業写真

    2,000   人中学生 人 小学生以下 人

入場者 人

参加人数

大人 人 高校生 人

合計
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